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56年 59年 61年 62年
調　査　数 240名 290名 367名 玉98名
運　動　部 22．9％ 24．1％ 24．0％ 34．1％














56年 59年 61年 62年
非常に丈夫 圭4．3 16．8 2G．9 25．9
普　　　　　通 76．7 77．8 7L7 68．7
あまり丈夫でない 9．0 5．4 7．4 5．4






56年 59年 61年 62年
1）病気によくかかるか 27．3 27．9 32．6 33．3
2）光気よく活動できるか 25．5 24．5 24．6 25．4
3）睡眠で回復するか 16．4 17．1 12．6 王4．4

















56年 59年 61年 62年
あ　る　方 10．0 9．0 1L8 玉2．6
普　　　通 54．7 62．8 64．9 61．2
な　い　方 35．3 28．2 23．3 26．2











56年 59年 α年 62年
1）運動が長く続く 3L9 23．5 24．6 22．6
2）臼頃の疲労感 17．8 18．8 玉7．2 茎9．6
3）疲労の翻復度 12．9 20．5 16．5 18．0












56年 59年 61年 62年
1）大いに満足 0．4 α7 1．8 1．9
2）満　　　足 9．3 12．9 13．5 19．4
3）まあまあ 32．7 41．5 45．6 37．0
4）不　　　満 49．9 40．1 35．0 34．9
5）大いに不満 7．7 4．8 4．1 6．8











56年 59年 61年 62年
の睡眠時間に注意 27．4 25．7 25．7 27．5
2）食事の質や墨 26．5 24．0 22．6 24．7
3＞規贈的な生濡 圭6．3 15．7 19．4 14．8











56年 59年 61年 62年
1）運動不足の解消 36．0 30．3 33．0 26．3
2）規鰯的な生活 25．7 24．2 21．8 26．5
3）食事の質や壷 20．6 王8．6 18．9 17．8









56年 59年 61年 62年
1）ストレス解消 40．6 37．6 40．2 40．6
2）活動的な生活 28．2 27．8 21．0 26．1
3）身体の均整 王3．9 正3．9 18．4 17．8
（2）運動の実施状況
表5　D－9　　運動の実施状況　（％）
56年 59無 6玉年 62年
定期的にしている 29．8 31．G 23．3 33．3
不定期だがしている 11．3 7．0 10．7 10．9
機会があれぽする程度 27．5 31．2 27．3 29．4
全くしないが　したい 30．2 28．4 38．2 25．8
したくない 1．2 2．4 0．5 0．6


















56年 59年 61年 62年
大いに満足 2．2 4．ま 3．7 3．1
満　　　足 7．4 12．2 7．7 7．8
まあまあ 30議 33．6 35．6 35．5
不　　　満 47．7 40．3 41．3 43．5
大いに不満 三2．6 9．8 1L7 圭0謹
計 100．0 100．0 100．0 100．0
表5　D－i1　　運動歴の不満理由（上位2位）　（％）
56年 59年 61年 62年
時間に余裕がない 4王。1 43．0 44．5 49．9
疲れてできない 10．8 11．5 16．3 16．8
ま　　と　　め
　女子学生1年生を鰐象に，健康，体力，運動に関するアンケート調査を数年に渡って行ったが，
基本的tlこは毎年岡じ様な傾向がみられる。つまり，世の中の移りかわりほどに，受験や大学生活に
関しては，あまり変動がないようである。しかし一面，受験戦争に耐えてきたという体力への慮儒
もうかがえる。ただし，それが実際の体力の増加を反映しているかどうかは，アンケーFからは知
り得ない。
　運動に関しては，関心は大いにあるが積極的に何かを実践していこうとする姿勢は，あまりみら
れない。健康であること，また健康を雄持しようとすることと，運動とを直接結びつけない傾向も
見受けられる。
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　女子学生の運動への強い関心事項は，「ストレスの解消」「健康」「葵容」に尽きるようである。
これらは，大学スポーツのサークル化と軌を一一にしているといってよいだろう。
　運動，スポーツをやりたいが蒔間的余裕がないという答えが多かったが，これは，大学の立地条
件に由来するといえる。交通が不便で，遠距離通学を余儀なくされるということ，また他大学に比
してノルマが大きいという本学の特色も大きく影響している。しかし，この釦間の恵まれた環境を
逆に利用して学生生活のなかに体育学的な面から組みこんでいきたいものである。
　なお，この調査は主観調査であるから，実際の体力値とはひとまず関係がない。今後，客観的な
データを採集して，それらを組み舎わせて分析することも必要となるだろう。
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